　　　　　　初等理科指導法基礎　　　本時案（一次案）　　　　　　　　授業日　５月３０日　　　４限

対象　第三学年　　　　　　　　　　

　　授業者　　○班 　　　　　　　　　　

　　題　材「乾電池と豆電球」

　（１）本時の主眼

　　　　　豆電球と電池を使って電気の通り道について学んできた子どもたちが、身の回りにあるさまざまなものを使って電気が通るかを調べることを通して、ものには電気を通すものと通さないものがあることに気づき、電気の通り道の輪に関する理解を深める。

（２）本時の位置づけ

全７時間中　第７時

前時：回路を用いて、電気の通り道が輪になると豆電球に明かりがつくことを理解できた

（３）展開

	過程
	学習活動
	予想される子どもの動き
	時間
	指導と評価

	· 復習

· 導入

· 本時　　　　の　展開

· まとめ

· 発展


	
☆実験の結果の予想をして、班で話し合い、学習カードに記入する

☆電気の通り道の輪の間に何か物を入れて、豆電球の明かりがつくのかどうか実験する

☆実験の結果を、予想との比較も含めて、発表する

☆実験の結果から、ほとんどの電気を通すものは、「金ぞく」と呼ばれるものであることを知る

☆豆電球と光の通り道に関連したゲームをして、電気の通り道の輪についての理解を深める
	・金色や銀色のものは明かりがつくんじゃないかな

・何をいれても明かりがつくんじゃないかな

・何をいれても明かりがつかないと思う

・硬いものは明かりがつくと思う

・やわらかいものは明かりがつかないと思う

・木はダメそう

○どんなものを輪の間にいれると明かりがつく（つかない）かな

・明かりがつくものとつかないものがあったよ

・はさみの切るところは明かりがついたけど、持つところはつかなかったよ

・消しゴムは明かりがつかなかったよ

・銀色のものはついたよ

○予想と比べてどうだったかな

・予想通り明かりがつくものとつかないものが合ったよ

・硬いものでも明かりがつかないものがあったよ

・予想と違って明かりがつかないものがあったよ

・明かりがつくものには何か共通点があるのかな

・「金ぞく」って電気を通すんだな

・○○には「金ぞく」が使われているんだな

・他に「金ぞく」はどこに使われているのかな

・面白い

・難しい

・形を変えてもう一度やってみよう

・輪になると電気が流れて、豆電球がついちゃうんだ
	7’
10’
5’
8’
	・学習カードを配る

・前時までの復習をする

・実験方法、注意事項の確認

　　

· 実験の注意点

・実験以外で回路を繋がない

・コンセントに導線を繋がな　　　　　　　　　　　　　い

・実験器具を配る

・各班に明かりがついたもの、つかなかったものを発表させる

・予想と比べてどうだったか、いくつかの班に発表させる
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・「金属」という概念を提示する

· ゲームのやり方・原理の説明

（下図参照）

· 注意点

・針金の部分を直接手で触れないようにする

· 一人が独占しないようにする

	実験Ⅱ図
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学習課題





電気の通り道の輪の間に何か物を入れても豆電球はつくのかな。

















評価





電気の通り道の輪の中にものを挟んだときに、明かりがつく場合があることに気づくことができる。





評価








電気がつくものの中に共通点を見出すことができる

















